
目標

対象

日数 2日

時間 13:00

科　目　名 時間数

民法 13:00

講師

法務研修

民法（債権法）

・民法の解釈や関連する判例に関する基礎的知識の習得を図る。
・政策法務能力の下地となる法的素養を身に付け、民法の的確な解釈や運用能力の向上を図る。
・法的知識の習得に対する自己啓発への動機づけや、地方公務員としての自覚を醸成する。

全職員

研修日程 ９/14（月）～15（火）

実施科目

科　目　内　容

・債権の基本的なことを体系的に学ぶことができて、とても参考になった。
・相殺や不法行為は業務で取り扱うため、大変参考になった。
・債権法について、業務との関連性をあまり意識する機会がなかったが、請負契約等において密接に公務に関
わっていることが分かった。
・債権法は内容が深く量も多い為、研修期間が長くなると良いと思った。

研修所メッセージ

・本研修では、民法のうち「債権法（債権の効力や契約など）」を中心に学びます。
・民法は日常生活における財産関係と家族関係を規定する法律ですが、契約や相続など地方自治体の日常業務
にも深く関係しています。
・地方公務員として勤務したご経験がある弁護士の方に登壇いただきますので、実例等を交えながら学ぶことが
できます。
・なお、民法を体系的に学ぶには、この研修と合わせて「民法（総則・物権法）」及び「民法（親族法・相続法）」も受
講することをお勧めします。

方　　法

・債権
（総則、契約、事務管理、不当利得、不法行
為）
・事例演習

講　　義
演　　習

弁護士

参加した研修生の声


